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ジェイアール・イーストユニオン新潟地本 

新潟地本は７月 27日、新潟駅大会議室において「民主的労働

運動を次代に引き継ぐため変革を巻き起こし、組織拡大に全力

で取り組もう！」をメインスローガンに第７回定期大会を開催

しました。 

地本を代表し挨拶に立った神田委員長は、「東労組が瞬く間に瓦解したが、職場の

混乱は大きいものではなかった。そこで組合不要論が出てくるのだが、それは私たち

が求めてきたものとは大きく違ってきている。私たちは『汗した者が報われ、笑顔が

競える明るい職場』を主張し、健全な労使関係のもと会社の安定的な発展を求めてき

た。今のままでは社員間の無益な競争時代の突入するのではないかと危惧する。そん

な中ではあるが組合員からは昇職試験等での朗報も届いている。これを好例とし、ま

た社会的信頼のあるＪＲ連合を大きくアピールすることで一層の具体的行動を展開

していこう」と全組合員の奮起を促しました。 

来賓にはＪＲ連合から北村公次執行委員、交運共済東日本事業本部の松井正義本部

長、本部から飯野浩副委員長をお招きし、それぞれ連帯の挨拶をいただきました。 

今大会において、長きにわたり地本を牽引してきた神田広栄委員

長の勇退（エルダー出向）により、設備部会出身の船山勝広さん

が執行委員長の任に就くことが決定されました。  

また、高木義憲さん、黒井哲夫さんも執行委員を退任、国井道

徳副委員長は新幹線統括本部の関係から新潟地本執行部から離れ

ることになりました。皆さんのこれまでの活動に深く感謝すると

ともに、これからのご活躍をお祈りいたします。  

なお、新執行委員には設備部会の新保浩さんが就

任し、新潟地本執行部は 12 名で頑張ってまいりま

す。組合員の皆さんの一層のご協力をお願いいたし

ます。 

 

退任された執行委員 
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不変の正義と民主化された労働運動を求めて！ 

第７回定期大会 

 

 

 

 

 

 
船山勝広 

新執行委員長 

 

   

船山新執行体制を確立！ 



自らを変える!! 明日を創る!! イーストイノベーション 

経過報告、活動方針案提起の後の質疑応答では４名の代議員よ

り「組織問題」や「業務関係」「技術継承・教育の問題」などに

ついて質疑があり、それぞれ担当部長が答弁に立ちました。  

集約答弁で池田事務局長は、「教育や技術継承の問題が質疑で

出された。私たちが警鐘を鳴らし始めたころから進んでいないと

感じている。原因の一つには評価を下す管理者の資質の問題があ

るのではないか。これらについては本部にも上げていくし、地本

においても交渉の場などで提起し質していきたい。質疑にもあっ

たが、多くの職場で社員の疲弊感を耳にする。こ

ういう時こそ私たちの力量で世話役活動に徹し、

組合の必要性を説き組織拡大を進めていこう」と、

個々の主体的行動を求めました。 

大会は高橋洋一議長の進行で滞りなく進めら

れ、大会宣言を採択、最後は船山新執行委員長のリードによる団結ガンバロー

で締めくくり、成功裏に終了しました。 

 

 

  

  

大会宣言  

 

本日、私たちは新潟駅大会議室において第７回定期大会を開催し、全組合員の決意を込めた運動方針

を確認するとともに、組織が一丸となって活動方針の実現に向けて突き進むことを満場一致で決定した。 

私たちがＪＲ東日本の中において、相互信頼による労使関係のもとに責任ある企業内労働組合になるこ

とによって、会社の発展と社会的信頼を得ること、そしてそこで働く社員の幸せに直結していくことも

全員で確認した。 

私たちを取り巻く情勢は大きく変化している。「働き方改革」の言葉が巷間をにぎわす中で、会社も『変

革 2027』を発表し、それぞれの職場で大きな改革が提起され実行に移されている。理念には賛同するが

政府主導、会社主導の政策に魂を吹き込むのはそこに働く労働者である。社員の疲弊感に警鐘を鳴らし、

モチベーションの低下を訴えることは『社創会』にはできない。社会的信頼のあるＪＲ最大産別ＪＲ連

合を仲間とする私たちにしかできないのではないのか。 

昨今、設備的な事故事象による輸送障害が多発傾向にあり、お客様に多大なご迷惑をおかけしている。

また、社員の執務に関する苦情も寄せられていると聞く。今議案書にも示されてされているが、私たち

が長年訴えてきた「教育・訓練のあり方」「技術継承・人材育成」に、何ら善処のなかった証ではないの

か。これらについては引き続き厳しい目をもって訴えていきたい。 

私たちはＪＲ東日本の労働運動の中で離合集散を繰り返してきた。それは、この会社に真の民主的労

働運動と健全な企業内労働組合を根付かせるためであり、その精神は今もブレてはいない。「変革 2019

イーストイノベーション」を掲げ、「自らを変える!! 明日を創る!!」と、次代に突き進む新たな組織を

標榜しているのは、今この時のためにある。夢がかなうときは来ている。私たち新潟地方本部組合員は

総力を挙げて組織拡大に邁進していく。 

以上、宣言する。 

２０１９年７月２７日      

ジェイアール·イーストユニオン 

新潟地方本部 第７回定期大会 


